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各アプリで使う
共通データを
⼀元管理

意匠 ・ 設備

2D CAD

イズミコンサルティング

BIM モデル 空調設備

省エネ計算

B-LOOP（ビーループ）とは

B-LOOPは、機械設備設計・省エネ計算アプリのデータ共通化や
BIM化を実現する画期的なクラウド連携ツールです。

B-LOOP（ビーループ）の特徴

CADECTで、Revitデータを簡易空間モデル化
し、不⾜情報を追加設定したり、独⾃に１から
簡易空間モデルを作図することできます。簡易空
間モデル上で間取の変更や建具の幅の伸び縮
み、断熱仕様変更時の検討作業が⾏えるため
、設計検討に活用できます。

Revitアドオンツールから出⼒された建物モデルデ
ータ連携して簡易２D平⾯図（室エリア）や簡
易３Dモデル化し、ビューア上で確認や修正が
⾏えます。また、CAD連携がなくても⼀からプラン
作図が可能です。

複数の担当者で作業分散ができ、設計状況も
⼀目で把握できます。他の設計者へ空調アプリ
作業を依頼、省エネアプリ作業を依頼など分散
して作業ができ、作業進捗は、ステータス管理
で⼀目でわかります。

簡易建物モデルツール「CADECT(キャデクト)」を使って、BIMモデルから連携取得したり、独⾃にモデル化
し断熱性能値を情報追加する事で、各アプリに必要な諸元データの同期化、⼊⼒の省⼒化を実現︕
クラウドデータ管理で分散作業を⾏っても情報の整合性が図れるなど業務フローまでも劇的に改善します。



ご利⽤イメージ
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建物モデル
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熱負荷計算
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設備 CAD省エネ計算

各作業者が B-LOOP ポータルを使って、
同プロジェクト（プラン）の作業を分散して連携作業することが可能となります。

B-LOOP 連携アプリ

Rebro データ
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設備BIMクラウドサービス「B-LOOP」を使用すると
熱負荷計算の⼊⼒作業が⼤幅に省⼒化します。

空調・換気機器選定ソフト「SeACD」と諸元情報、
負荷計算結果のデータ連携ができます。

ダイキン工業「DK-BIM」や三菱電機「MEL-BIM」
とのデータ連携を⾏い、計算結果・⼊⼒情報の有効活
用が可能です。



☆本プログラムは⼀般社団法⼈公共建築協会の許諾を得て開発・販売を⾏っています。

アイソメ作図機能搭載
アイソメ図モードで作成した付属機器やダ
クト情報の⼀部が表形式で⾃動で拾われる
ため、拾い忘れを防⽌し効率的なダクト計
算が⾏えます。

特徴

便利機能

主な機能

● アイソメ図から表への物件データエクスポート機能
● ダクトサイズ計算機能

必要システム
Microsoft Windows 8.1 (32/64bit 版に対応 )
Microsoft Windows 10 (32/64bit 版に対応 )
Microsoft Windows 11 (64bit 版に対応 )

お使いの OS が推奨する環境以上

1024×768 ピクセル以上 HighColor 以上を推奨

インストール時に 20MB 以上の空きエリアが必要

CD-ROM ドライブ

Microsoft Excel 2010/2013/2016

ＯＳ

CPU/ メモリ

ディスプレイ

ハードディスク

ディスク装置

必須ソフトウェア

公益社団法⼈空気調和･衛生工学会
『空気調和・衛生工学便覧 第 14 版』

⼀般社団法⼈公共建築協会編集・発⾏
『建築設備設計基準 令和 3 年版』 、
『建築設備設計計算書作成の⼿引き ( 令和 3 年版 )』

計算方法
出⼒様式

追加局部
抵抗データ

プロテクト

直感的で使いやすい
⾒やすい画⾯構成で⼊⼒情報への素早いア
クセスでき、はじめての方でも直感的に違
和感なく使い始めることができます。

機能

準拠する基準

オンラインライセンス方式

インターネットへの接続環境

プロテクト方式

必要事項



STABRO ダクト抵抗 令和３年版

アイソメ図⼊⼒モード

最初に、アイソメ図をスケッチし、経路計算（表⼊⼒データ
⾃動生成）を⾏います。
各局部抵抗の種類、⾵量、サイズ等を設定していくことで、
抵抗値を算出することができます。
※アイソメ図⼊⼒モードでは、⾃動生成された「表⼊⼒」デー
タの⾏挿⼊／⾏削除等が⾃由に⾏えない等、編集機能に⼀部
制限があります。

表⼊⼒モード

吹出⼝から吸込⼝までのダクト経路の局部抵抗種類を⾏単位
で⼊⼒していきます。
表⼊⼒モードでは、⾏の切り取り / 貼り付け / 挿⼊ / 削除等
の編集が⾃由に⾏えます。

ダクトメジャー

局部抵抗の種類を選択し、サイズ、⾵量等を設定します。
流⼊側の⾵量やサイズについては、直前の⼊⼒値を初期値と
して表⽰しますので、⼊⼒⼿間が省けます。
標準の局部抵抗データ以外にもユーザー独⾃の局部抵抗デー
タを登録することができます。

印刷・Excel ファイル出⼒

印刷する帳票の種類及び範囲を指定し、印刷を⾏います。
出⼒帳票は、『表紙』、『ダクト抵抗計算書』、『⼊⼒チェック
リスト』、アイソメ図⼊⼒モードで作成した場合は『ダクト
系統図（アイソメ図）』の印刷が可能です。



省エネ計算ソフトウェア














